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［目的］近年、卵胞閉鎖機序 にお ける アポ トー

シ ス 関与が 明 らか とな り、主席卵胞 の 選択調節

と共 に注 目され て い る。一方体外受精にお け る

卵胞 発育刺激法で は 、 多数個の 卵が しば しば得

られるが 、通常卵の 形態的な評価が行われ て い

る。 また、過刺激 を行 っ て も卵胞の 成熟不良な

症 例に遭遇す る こ と もしば しば で ある 。 もちろ

ん 、卵 胞の 主体は卵で あるが 、卵胞 を構成する

共同体で ある顆粒膜細胞も質的 に は卵 と同様の

変化 を来 して い る こ とが推測で きる 。 こ の よ う

な仮定か ら、体外受精時に採取 さ れ る 顆粒膜細

胞の ア ポ ト
ーシ ス 変化に つ い て 検討 した 。 　［方

法］採卵時 に
一括 して得られ た顆粒 膜細胞 を卵

丘細 胞群（C ）と壁側顆 粒膜細胞群（M ｝と に分けた。

顆粒膜細胞 は採卵直後に4％ 中性ホ ル マ リ ン に て

固定 した 。 染色 は Hoechist　33258 を用 い
、 染色

後蛍光顕微鏡下 に ア ポ トーシ ス 小体を観察 した 。

また年齢、採卵 日、最大卵胞直径、最終発育卵

胞数 、 総採卵数とア ポ ト
ー

シス 小体出現率（Apo ％）

と の 関連に つ い て 検討した 。 　［成績］連続する

90の 症例で の Apu ％は C で O．71± 0．15 ％（mean ±

SEM ）で あ り、M の Apo ％は 1、67 ± O．2　g ％ で あっ

た（p ・O．Ol ）。 各因子 との 関 連か ら検討する と 、 年

齢で は40 歳以 上 の 群 が 35 歳未満の 群 に比 べ て M

で の み Apo％は有意に 高か っ た（p （O．05 ）。 総採卵

数で は 8個 以上採卵で きた群は 3個未満の 群に

比 べ て Apo ％が M で の み有意に低値を示 した

（p《0．05 ）。 そ の 他の 因子群で は 、 C とM の Apo％

に差 を認め なか っ た 。 併せ て 、 電顕標本 に て C

とM の ア ポ ト
ー

シ ス の確認 を行 っ た 。　 ［結論］

C とM の 間 にはApo ％に 差 を認め
、
　 M の Ap 【，％ は

年齢囚子 と特 に 関連 して い る。

［目的1　「排卵 は炎症様現象で あ る」 と い うEspey

の 仮説、な らび に 炎症の 際 に最 も重要 な免疫担 当

細胞が 顆粒球で ある こ とを考え る と、炎症に 関 与

す る各種サ イ トカ イ ン 、特に G −CSF が 排卵 機構 に 重

要な役 割を果た し て い る こ と が推 測 され る。そ こ

で 正常性 周期 を持 つ 健康 女性の 各種血清サ イ トカ

イ ン 濃 度を測定 し、排卵現象 に と もな うG −CSF の 動

態 と意義 を明 ら か にす る 。 　［方法］基礎体温の 測

定 を行 な っ て い る IE 常 性周期 を有
．
す る 健康 女性

volunteer6 名（21 −28歳、延べ 9 周期）を対象と し た 。

週 3 回隔 日に 静脈採 血 を行 ない 、CBC ・白血球分

画検査 を実施す る と と もに 、直 ちに 血 清 に 分離 し

一80℃ に保 存後 、CLEIA 法（感度 1．Opg ！m 【）に て ［nL清

G −CSF 濃度を 、　ELISA 法に て IL−tB、　IL−6濃度 を、

RIA 法に て LH 、　 FSH 、　 E2 、
　 P4濃度 を測定 し た 。 な

お 、統計学的検定は Shcft
’
e　F−test に よ るANOVA 法 に

よ り行 っ た 。 　［成績］G −CSF 濃度 は 月経期8．8±0．7

（pg！ml ，　Mean 土S ，E ，　 n＝12）、卵胞期前期 8．8土0．8（n＝13）、

卵 胞期 後期 11．9± 0．9（n ＝ 16）で あ っ た が 、排卵期

（OV ±1d）で は 27，【土2．7（n＝12）を示 した 。 黄体期前期に

は ］6．4土2，0（n＝14）、　黄で本す田子麦其月に は L3．9± L4（n ＝ 14）と

低 下し、1血清 G−CSF 濃度は排卵期に お い て他の ど の

時期に 比 べ て も有意な増加 を示 した（pく O，05）。同時

に 測定 した排卵機構に関与す ると され て い るIL−iB、

IL−6に は性周期 に お ける 有意 な変動 を認め なか っ

た 。 末梢血 顆粒球数は 排卵期に 増 加傾 向を示 した

もの の 、有意差 は 認 め られ なか っ た 。　［結論］ D
lE常性周期 に お い て 血清G −CSF 濃度が排卵期に他の

期 に 比べ て 有意 の 高値 を示す こ とが 初 め て 明 ら か

に され た 。 2） 排卵 に関 ケす る とされ て い る乢一IB、

IL6 は末梢杠且で は性周期に お い て 有意な変動 を示 さ

な い こ とが初め て 明らか に され た。
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